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↑北の杜音楽団
←たかのすふるさと太鼓

DCFL 北秋田→

パステル
「和」アート
で制作体験

リズムダンスサークル
＆もりよしダンス
キッズ

各学校の書
を見る、若々しい

筆づかいが伝わります

トールペイント講座

てまりの会

谷内クラシック
バレエスクール

花
柳
流 

高
貴
の
会

フラ　ハラウ　オ
メレ アロハ 
たかのす

唱歌を歌う会

日本舞踊千川流　鶴の会
　泉の会　貴鶴会

戸松くみ子
鷹巣バレエ教室

初代秋田「住
みます芸人」桂三若

さんの落語は軽妙でだんだ
んと笑いの渦に巻き込まれました。

竹村ゆ
うきさん
の本場中国古
典劇の変面。
次々と顔が変わって
いきました。

北秋田市芸術文化協会 石郷岡
会長：感性を大事に、培っ
た文化芸術の伝統を次
の世代につないで
いきたい。

芸
術
文
化
功
労
賞
・
奨
励
賞
の
受
賞
者
、
左
か

ら
峠
の
シ
ル
バ
ー
５
さ
ん
、
佐
藤
昭
春
さ
ん
、

市
長
、
石
郷
岡
会
長
、　

佐
々
木
久
隆
さ
ん
、

松
岡
誠
三
さ
ん
、
福
岡
カ
ジ
さ
ん

多
彩
な
舞
台
展
示
が
光
る

令
和
元
年
度
北
秋
田
市

文
化
祭

◆
令
和
元
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰
◆

　

令
和
元
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰

が
、
10
月
26
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
４
人
の
方
に
「
芸
術
文
化
功

労
賞
」
が
、
ま
た
、
優
れ
た
芸
術
作
品
な

ど
を
創
作
さ
れ
た
１
人
の
方
に
「
芸
術
文

化
奨
励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
芸
術
文
化
功
労
賞

　

佐
々
木
久
隆
さ
ん
（
鷹
巣
）

　

峠
の
シ
ル
バ
ー
５
（
森
吉
）

　

松
岡
誠
三
さ
ん
（
合
川
）

　

佐
藤
昭
春
さ
ん
（
阿
仁
）

〇
芸
術
文
化
奨
励
賞

　

福
岡
カ
ジ
さ
ん
（
鷹
巣
）

◆
受
賞
者
代
表
佐
々
木
さ
ん
が
謝
辞
◆

　

表
彰
式
の
最
後
に
は
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
佐
々
木
久
隆
さ
ん
が
「
自
分
の
故
郷

で
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は

大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
感
謝
。
北
秋
田

市
芸
術
文
化
協
会
は
早
く
か
ら
、
独
自
に

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
旧
町

時
代
よ
り
開
催
し
て
い
る
美
術
展
は
、
県

内
で
も
他
に
例
の
な
い
も
の
で
、
参
加
者

の
広
が
り
、
芸
術
文
化
の
レ
ベ
ル
も
年
々

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
外
部
か
ら
も
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
自
慢
の
美
術
展
で
あ

る
。
人
生
百
年
時
代
で
あ
り
、
趣
味
も
長

い
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
良
い
の
で

は
と
思
う
。
そ
の
上
で
、
い
つ
も
と
は
違

う
会
場
で
、
ま
た
高
い
レ
ベ
ル
で
挑
戦
で

き
る
よ
う
自
分
も
含
め
芸
術
文
化
の
振
興

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
お

礼
と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
津
谷
市
長
が
受
賞
者
を
祝
福
◆

　

来
賓
を
代
表
し
て
津
谷
市
長
か
ら
は

「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
。
市
で
は
、

た
く
さ
ん
の
方
が
い
ろ
ん
な
分
野
で
芸
術

文
化
を
活
発
に
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
さ
に
文
化
を
つ
く
り
、
こ
の
地
域
を
つ

く
り
、
平
和
を
つ
く
っ
て
い
く
の
も
こ
の

芸
術
文
化
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
尊
い
活

動
に
一
層
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
今
後
の

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
が
、
10
月
26
日

か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、
文
化
会
館
と
市
民
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民

が
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
な
ど
で
文
化
芸
術

活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

受賞者代表あいさつ
佐々木久隆さん
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★

　太古の藻の化石(ケイソウ土)を、加工し日本全

国に販売しています。

　北秋田市では浦田地区と綴子地区にケイソウ土

の鉱脈が見つかっており、両地区に工場を持ち運

営しています。

中央シリカ株式会社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市浦田字
　　　　　　寄延沢家の下44
◆主な事業　ケイソウ土の製造
　　　　　　販売
◆従業員数　53名
◆電話番号　0186‐72‐3281

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.32

　古くは七輪作りを行っていましたが、現在は主

に、ビール・醤油・プールなどのろ過助剤や、身

近なものでは、ケイソウ土バスマットの原料とし

て使われています。

珪藻土

本社事務所

　男性が多く、初めは緊張

しましたが、みんな優しく

接してくれます。

　仕事は、検査をしていま

すが、中学校の理科の実験

みたいで楽しいです。
佐藤 美穂さん(28才)

み　ほ

ケイソウ

若手社員
の声

若手社員
の声

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

17
日（
木
）▽
栄
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
治
山
・
林
道
事
業
研

修
会
・情
報
交
換
会（
あ
ゆ
っ
こ
）

18
日（
金
）▽
第
２
回
地
域
医
療
の
将
来
像
に
関
す
る
懇
談
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

19
日（
土
）▽
第
13
回
北
秋
田
市
産
業
祭（
鷹
巣
体
育
館
）

20
日（
日
）▽
全
市
一
斉
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

21
日（
月
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会　
研
修
会（
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）▽

宮
城
県
丸
森
町
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動
報
告（
本
庁
舎
）

23
日（
水
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会　
総
会（
コ
ム
コ
ム
）

24
日（
木
）▽
第
９
回
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議

26
日（
土
）▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
並
び
に
奨
励
賞
授
与
式（
文
化
会
館
）

28
日（
月
）▽
百
歳
を
迎
え
る
松
橋
ス
ヱ
さ
ん
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
米
内
沢（
自
宅
））▽

秋
田
県
文
化
功
労
者・地
方
自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
庁
正
庁
）

29
日（
火
）▽
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会
、要
望
活
動（
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
ほ
か
）

30
日（
水
）▽
第
37
回
北
秋
田
地
区
少
年
防
犯
弁
論
大
会（
鷹
巣
中
学
校
）

31
日（
木
）▽
秋
田
県
北
部
市
議
会
連
絡
協
議
会　
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

１
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会　
行
政

懇
談
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

３
日（
日
）▽
第
33
回
森
吉
会
総
会（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）

５
日（
火
）▽
亀
谷
健
樹
氏
秋
田
県
文
化
功
労
者
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県

市
長
会
表
彰
盾
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
講
座（
コ
ム
コ
ム
）

６
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）第
１
０
２
回
取
締
役
会（
同
社
）

▽
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
コ
ム
コ
ム
）▽
農
政
意
見
交
換

会（
本
庁
舎
）

７
日（
木
）▽
秋
田
県
内
市
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会　
委
員
研
修
会（
コ
ム
コ
ム
）

８
日（
金
）▽
林
野
公
共
事
業
予
算
確
保
に
係
る
要
請
活
動（
林
野
庁
ほ
か
）

10
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会　
第
40
回
記
念
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会
館
）

11
日（
月
）▽
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
け
る
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

12
日（
火
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲・鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
コ
ム
コ
ム
）

13
日（
水
）▽
し
ら
か
み
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

14
日（
木
）▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会
、要
望
活
動

〜
15（
金
）ま
で（
ル
ポ
ー
ル
麹
町
、国
土
交
通
省
ほ
か
）

15
日（
金
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
ほ
か
秋
田
県
北
部
各
期
成
同

盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動（
国
土
交
通
省
、財
務
省
ほ
か
）▽
秋
田
県
山
村

過
疎
地
域
振
興
協
議
会　
過
疎
懇
談
会（
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）

叙勲・褒章叙勲・褒章
令和元年11月に発令された、令和元年度叙勲・褒章の市内受章者を紹介します。

※年齢は発令時点

令和元年

～長年の功績をたたえて～長年の功績をたたえて

（胡桃館・77歳）
－更生保護功績－

（坊沢・72歳）
－消防功労－

藍綬褒章
秋の褒章

瑞宝単光章
秋の叙勲

佐藤　進一さん
さとう しんいち

津谷 靜正さん
つや せいしょう

（前山・61歳）
－防衛功労－

瑞宝単光章
危険業務従事者叙勲

第33回

戸沢　清美さん
とざわ きよみ

　
昭
和
46
年
８
月
か
ら
鷹
巣
町
消
防
団
に

入
団
し
、
平
成
７
年
４
月
に
は
班
長
に
昇

任
。
各
種
訓
練
大
会
、
研
修
会
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
巡
回
に
昼
夜
を

い
と
わ
ず
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

４
月
に
は
副
分
団
長
に
就
任
、
平
成
14
年

12
月
に
は
分
団
長
に
就
任
し
て
地
域
の
防

災
責
任
者
と
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
呼

び
か
け
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
消

防
力
強
化
を
訴
え
、
消
防
設
備
の
整
備
拡

充
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
水
害
や
火
災
の
現
場
で
は
、
現

場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
人
命
救
助
を

優
先
し
、
人
的
被
害
を
防
止
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
な
ど
の
活
動
が
消

防
団
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
に
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
４
月
に
自
衛
隊
第
38
普
通
科

連
隊
（
八
戸
）
に
教
育
入
隊
し
、
昭
和
57

年
８
月
に
は
第
４
２
７
会
計
隊
（
弘
前
）

で
３
曹
と
し
て
出
納
事
務
に
精
励
し
、
昭

和
63
年
に
は
中
央
輸
送
業
務
隊
（
横
浜
）

で
２
曹
と
し
て
契
約
事
務
を
、
平
成
７
年

３
月
に
は
第
３
８
３
会
計
隊
（
秋
田
）
で

１
曹
・
会
計
係
長
と
し
て
会
計
事
務
を
円

滑
に
行
う
な
ど
し
、
平
成
12
年
３
月
に
は

第
４
２
７
会
計
隊
曹
長
・
給
与
班
長
と
し

て
隊
の
給
与
事
務
を
的
確
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
３
月
に
は
第
３
８
３

会
計
隊
の
准
尉
・
会
計
班
長
に
昇
任
す
る

な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
、
陸
上
自
衛
隊
の

物
品
購
入
や
契
約
、
給
与
支
払
い
な
ど
の

会
計
事
務
に
つ
い
て
誠
実
か
つ
責
任
を

も
っ
て
、
国
家
防
衛
の
た
め
、
部
隊
を
支

え
る
重
要
な
業
務
に
従
事
し
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
７
月
に
保
護
司
に
任
命
、
平

成
25
年
か
ら
は
北
秋
田
地
区
保
護
司
会
長

に
就
任
し
、
県
保
護
司
会
連
合
会
副
会
長

も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
護
司
と
し
て
、
一
人
一
人
の
悩
み
や

課
題
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
人
の
心
に
寄

り
添
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
更
生
保

護
の
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
職
務
に
あ
た
っ
て
は
、
相
談
者
に
対
し
、

に
こ
や
か
に
、
優
し
い
言
葉
で
担
当
者
に

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
担
当
し
た
多
く

の
方
の
自
立
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
特
に
、
地
区
会
長
と
し
て
、
保
護
司
の

活
動
拠
点
と
な
る
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
開
所
に
も
力
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
更
生
保
護
の
拠
点
確
立
や
保
護
司

の
安
定
確
保
に
ご
尽
力
さ
れ
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
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1億973万6千円（23.2％）1億973万6千円（23.2％）

8,917万7千円（32.8％）8,917万7千円（32.8％）

3億4,681万7千円（45.7％）3億4,681万7千円（45.7％）

8億5,567万円（32.0％）8億5,567万円（32.0％）

12億4,756万7千円（29.8％）12億4,756万7千円（29.8％）

5億458万4千円（47.5％）5億458万4千円（47.5％）

7億9739万2千円（33.3％）7億9739万2千円（33.3％）

13億3,457万6千円（45.6％）13億3,457万6千円（45.6％）

9億6,172万5千円（40.8％）9億6,172万5千円（40.8％）

22億4,587万7千円（38.0％）22億4,587万7千円（38.0％）

4億9,976万円（40.8％）4億9,976万円（40.8％）

6億4,432万8千円（54.0％）6億4,432万8千円（54.0％）

17億8,934万7千円（58.7％）17億8,934万7千円（58.7％）

7億7,085万4千円（21.6％）7億7,085万4千円（21.6％）

1億9,614万1千円（13.6％）1億9,614万1千円（13.6％）

68億9,525万4千円（70.2％）68億9,525万4千円（70.2％）

0万円（0％）0万円（0％）

財政白書財政白書財政白書
令和元年度上半期

　市では、市民の皆さんに市の財政事情を知っ
ていただくために、毎年２回一般会計、特別
会計の執行状況を公表しています。
　今回は令和元年度上半期（平成31年４月１
日～令和元年９月30日）の状況を公表します。
（一時借入金及び会計間の相互流用金を除く、
繰越明許費を含む）

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況
項　　　目 予　算　額

98億2,450万4千円

30億4,607万4千円

14億4,660万9千円

34億9,150万0千円

28億5,207万1千円

4億7,278万2千円

2億7,171万3千円

7億5,879万0千円

地 方 交 付 税

市 　 　 　 税

県 支 出 金

市 　 　 　 債

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

そ の 他
（分担金、使用料等） 26億7,396万7千円

項　　　目 予　算　額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

公 債 費

そ の 他

23億5,634万1千円

59億1,228万2千円

35億7,560万3千円

12億2,622万6千円

23億9,106万8千円

10億6,338万3千円

41億9,163万7千円

29億2,733万5千円

11億9,413万5千円

予　　算　　額
収入・支出済額

歳 入
予　　算 248億3,801万円

収入済額 109億5,667万7千円

収入割合 44.1　％

歳 出
予　　算 248億3801万円

支出済額 90億666万3千円

支出割合 36.3　％

40億 100億70億

60億10億 20億 30億 40億

20億 30億10億 〜〜

〜〜

6億7,452万7千円（23.7％）6億7,452万7千円（23.7％）

　 財政課財政係 ☎62‐6607問

会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

35億3,624万9千円
1億7,942万8千円
56億   323万8千円

1,357万0千円
3億7,007万9千円
24億6,552万9千円

2,227万9千円
4億5,044万9千円
5億8,334万6千円
2億5,053万6千円

4,681万2千円

135億4,903万1千円

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁）

 45.3%
 40.7%
 44.3%
 11.9%
 50.2%
 26.1%
 18.6%
 30.6%
 15.7%
 37.8%

 571.3%

 42.4%

国 民 健 康 保 険
合 川 診 療 所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
農 業 集 落 排 水
下 水 道 事 業
特 定 地 域 生 活 排 水
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所
財 産 区

合 　 　 計

16億     61万2千円
7,307万4千円

24億8,078万4千円
162万0千円

1億8,571万3千円
6億4,362万1千円

415万2千円
1億3,800万0千円
9,173万6千円
9,467万7千円

4億3,000万6千円

57億3,865万1千円

12億4,343万1千円
7,580万8千円

21億8,594万3千円
743万9千円

1億6,886万9千円
6億2,852万0千円
1,027万4千円

1億3,502万6千円
9,976万9千円

1億   984万6千円

135万7千円

46億6,628万2千円

 35.2%
 42.2%
 39.0%
 54.8%
 45.6%
 25.5%
 46.1%
 30.0%
 17.1%
 43.8%

 1.8%

 34.6%

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況

市 民 の 負 担 状 況

用語の解説
【一般会計と特別会計】　地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています
が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。
　　そこで、地方公共団体の基本的な経費を「一般会計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」とし
て区別しています。

【主な歳入項目】　地方交付税＝歳入の中で最も大きな財源で、国が使いみちを指定せずに交付するもの　／
　国庫支出金＝国が使いみちを指定して交付するもの　／　市債＝市の借入金など　／　諸収入＝各種貸付金
収入や預託金収入　／　地方譲与税＝地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲与税として市町
村へ交付されるもの

　９月末現年度（調定額から　）

直

接

税

間
接
税

市 民 税 個 人 分

市 民 税 法 人 分

純 固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

合　　　計

市民１人当たり（円／人）

8万3,545円　

市 た ば こ 税

国 民 健 康 保 険 税

9億7,798万7千円

9,321万7千円

14億7,671万2千円

9,251万7千円

26億4,043万3千円

1億   430万7千円 3,300円 7,431円

7万6,975円5億2,604万0千円

（令和元年９月末　人口31,605人、世帯数14,035世帯）

11万2,596円

（令和元年９月末　加入被保険者数6,834人、加入世帯数4,672世帯）

１世帯当たり（円／世帯）

18万8,132円　
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ご
っ
つ
お
ま
つ
り
は
、
阿
仁
合
駅
の

開
設
80
周
年
を
記
念
し
、
阿
仁
の
ご
っ

つ
お
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
吉
田
裕
幸

実
行
委
員
長
）
の
主
催
で
平
成
28
年
か

ら
企
画
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
阿
仁
合
に
秋
の
味
覚
が
集
結

　
会
場
で
は
、
ア
ユ
の
塩
焼
き
や
馬
肉

の
煮
込
み
な
ど
の
様
々
な
屋
台
30
店
が

出
店
し
た
ほ
か
、
き
の
こ
汁
の
無
料
振

る
舞
い
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
新
米
が
も
ら
え
る
阿
仁

の
街
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
宮

越
商
店
や
周
辺
寺
院
を
ま
わ
っ
て
街
め

ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
で
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、Ｗ
Ａ 

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
り
、

福
厳
寺
で
座
禅
体
験
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

晩
秋
の
阿
仁
合
駅
周
辺
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
阿
仁
の
ご
っ
つ
お
ま
つ

り
が
、
10
月
26
日
に
市
役
所
阿
仁
庁
舎

前
で
開
か
れ
、
内
陸
線
沿
線
の
名
物
や

特
産
品
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ワ
　

ロ
ッ
ク

焼き栗の販売焼き栗の販売 多くの人でにぎわう会場内多くの人でにぎわう会場内 地元特産品の販売地元特産品の販売

きのこ汁の振る舞いきのこ汁の振る舞い

バター餅の餅まきバター餅の餅まき

ハローキティが阿仁合に登場！
北秋田市ふるさと大使

かわいらしい衣装でみんなとダンスや握手をしました♪

あきた結婚応援パスポート
11月2

2日（金
）から

配布ス
タート

！

Aiskip
あ い す き っ ぷ

結婚前は「ネイビーブルー色」のカード

結婚後は「ボルドー色」のカード

このステッカーが目印！

　秋田県では、これから結婚するカップルと新婚夫婦を地域みんなで応援する取り組み
として「あきた結婚応援パスポート事業」を始めました。
　あきた結婚応援パスポート「Aiskip」を協賛店（結婚式場やホテル、飲食店など）で
提示すると、料金割引や様々な特典サービスが受けられます。

いいふう
ふ

いいふう
ふ

　 総合政策課移住・定住支援室 ☎62‐8002問

割引料金やポイント付与、無料サービスなどは協賛店ごとに設定されます。
最新情報については、秋田県の公式サイト「いっしょにねっと。」でご確認ください。
また、協賛いただける店舗を随時募集しています。詳しくは秋田県の公式サイトを
ご確認ください。

 秋田県の公式サイト「いっしょにねっと。」 ⇒
 http://common3.pref.akita.lg.jp/kosodate/

◎協賛店と特典サービス

◎交付対象者 ◎有効期限

◎入手方法

①結婚を予定しているカップル
②新婚夫婦（2019年４月１日以降に婚姻届を提出）

それぞれ発効日から１年間

①婚姻届提出時に戸籍担当窓口で交付
　※時間外や休日、県外などで婚姻届を提出する場合や、結婚予定カップルの場合は、②の方法で入手して
　　ください。
②申請書でのお申し込み
　（１） 秋田県の公式サイト「いっしょにねっと。」から申請書をダウンロードしてください。
　（２） 必要事項を記入の上、北秋田市移住・定住支援室または秋田県次世代・女性活躍支援課へ持参して
 ください。郵送の場合は、秋田県次世代・女性活躍支援課へお送りください。
 （郵送の場合は、返信先を記入して94円切手を貼った返信用封筒、本人確認のための添付書類を同封してください。）
 【北秋田市】〒018‐3392 北秋田市花園町19‐1 北秋田市総務部総合政策課 移住・定住支援室
 【秋田県】　〒010‐8570 秋田市山王四丁目1‐1 秋田県あきた未来創造部 次世代・女性活躍支援課

URL
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相撲
教室

移住
定住

伝承
芸能

受賞
報告

講座食育

　秋田県文化功労者表彰を受賞された亀谷健樹さん
（90歳・上杉）が、11月５日に市役所を訪れ、津谷市
長に受賞報告をしました。
　亀谷さんは、詩誌への投稿や地域に根ざした創作
活動を続けているほか、現代詩講座などを通じ地域
住民へ詩作の魅力を伝えるなど、現代詩の普及や発
展に大きく貢献されました。
　受賞について亀谷さんは「詩を始めて70年ほどに
なる。これからも詩の普及のために、少しでも役に
立ちたいと思っている」などと語りました。

受賞
報告

整理から考えるゆとりある生活
北秋田市男女共同参画社会づくり講座

郷土から広がる現代詩
亀谷健樹さんが文化功労者表彰を受賞

日頃の老人クラブ活動を評価
秋田県老人クラブ大会受賞報告

伝統を引き継ぐ子どもたち
第21回子どもの伝承芸能合同発表会

マタギの生活文化を体験
マタギイズムの継承ツアー

基礎運動の大切さを学ぶ
押尾川親方によるわんぱく相撲教室

食を通じて健康を考える
令和元年度食育フェスタ

　マタギイズムの継承ツアーが、11月２日から11月
４日まで行われました。
　このツアーは、マタギや狩猟等に興味がある人た
ちへ向け、マタギ体験を通して地域との関わり、つ
ながりをもつ機会をつくるために開催されました。
　関東圏を中心に参加した男女10組13人の参加者は、
山歩きやマタギナガサ製作工房の見学、熊の爪や牙
のアクセサリー作り、マタギとの熊料理を囲む交流
会などのツアー行程を経験し、マタギ文化への理解
を深めました。

　押尾川親方によるわんぱく相撲教室が、10月27日
に旧北秋田市立合川東小学校体育館で行われました。
　この教室は、相撲に打ち込む子どもたちに向けて、
豪風として長年大相撲で活躍した押尾川親方を講師
に招き、参加者の競技力向上を目的に開催され、市
内外から54人が相撲教室に参加しました。
　今回は、四股、股割り、腰割り、すり足、あたり
といった基礎的な運動を中心に行われました。押尾
川親方は稽古を見て回りながら、参加者に話しかけ
アドバイスを送っていました。

　令和元年度北秋田市男女共同参画社会づくり講座
が、11月５日に市民ふれあいプラザで行われました。
　今回は、整理収納アドバイザーの佐藤さちよさん
を講師に迎え「整理収納で心も豊かに暮らす」をテー
マに講演が行われました。
　講演では、日々の生活の中での整理の仕方につい
て、整理をすることで生活に空間的にも、精神的に
もゆとりが生まれ、豊かな生活に繋がるというアド
バイスがあり、参加者は今後の生活に活かそうと熱
心に話を聞いていました。

　令和元年度食育フェスタが、11月9日に市民ふれ
あいプラザで行われました。
　この日は、虫歯のない５歳児「５ゼロGO！歯っぴー
キッズ」と、75歳以上で健康な歯が20本以上ある方
に「7520よい歯の認定」の表彰が行われたほか、秋
田大学教育文化学部特別教授の佐々木信子さんによ
る「秋田の食文化のゆくえ－郷土食と甘味嗜好の経
年変化より－」と題した講演が行われました。
　来場者は、体験コーナーや展示コーナーを見て回
り、楽しみながら食育への理解を深めました。

　第21回子どもたちの伝承芸能合同発表会が、11月
９日に合川小学校体育館で行われ、５団体の子ども
たちが伝統芸能を披露しました。
　この発表会は、伝承芸能活動に取り組んでいる子
どもたちを激励し、郷土に対する誇りを持たせると
ともに、子どもたちの健全な成長を願い、平成11年
度から開催されています。
　この日は、合川太鼓、上舟木駒踊り、七日市奴踊り、
ねぶた保存会笛太鼓、福田獅子舞が披露され、迫力あ
る演奏や演舞に会場から大きな拍手が送られました。

　第57回秋田県老人クラブ大会において受賞した４
個人６団体が、11月11日に市役所を訪れ、津谷市長
に受賞を報告しました。
　報告会では、個人で秋田県知事表彰を受賞した武
藤慶信さんが「今回受賞したのは、市長をはじめと
した地域の皆さんのおかげである。今後も地域のた
めに役立てればと思っている」と話し、団体で同じ
く秋田県知事表彰を受賞した鷹巣いきいきクラブ代
表の大川博さんは「これからも会員の増強に向けて
頑張っていきたい」などと話しました。
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地域の歴史継承を担うために

日
時　
12
月
10
日（
火
） 

10
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
木
村
留
美
子
さ
ん

定
員　
10
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
締
切　
12
月
６
日（
金
）

日
時　
12
月
〜
３
月
の
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　
阿
仁
公
民
館

講
師　
石
田
一
男
さ
ん

定
員　
先
着
10
人

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
及
び
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
輪

転
機
の
使
用
が
有
料
に
な
り
ま
す
。

一
般
料
金　
製
版
１
枚
に
つ
き
30
円

　
　
　
　
　
印
刷
50
枚
ご
と
に
30
円

※
営
利
使
用
は
、
別
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
全
館
清
掃
の
た
め
、
12
月
26
日（
木
）

と
27
日（
金
）
は
全
館
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
各
種
講
座
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
学
習
成

果
を
発
表
し
、
幅
広
い
世
代
の
交
流
と
今

後
の
活
動
に
活
か
す
た
め
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

日
時　
12
月
15
日（
日
） 

10
時
〜
15
時

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ス
テ
ー
ジ
発
表

▽
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ　
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

▽
秋
田
北
鷹
高
校
「
家
庭
ク
ラ
ブ
」

▽
阿
仁
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

▽
コ
ム
コ
ム
定
期
講
座

　
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
」

▽
鷹
巣
よ
さ
こ
い
教
室
「
鳳
翔
華
」
な
ど

体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
七
日
市
公
民
館
「
わ
ら
細
工
講
座
」

▽
坊
沢
公
民
館
「
そ
ば
道
場
」

▽「
タ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ッ
チ
体
験
」

▽
に
こ
っ
と
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
体
験
」

▽
き
ら
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
な
ど

展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
コ
ム
コ
ム
定
期
講
座
「
川
柳
い
ろ
は
」

　
「
大
人
が
楽
し
む
絵
本
の
時
間
」

▽
高
鷹
大
学
写
真
ク
ラ
ブ　
な
ど

　
前
回
に
引
き
続
き
、
マ
タ
ギ
文
化
を

市
内
外
に
伝
え
て
い
る
方
を
取
り
上
げ

ま
す
。

♢
現
代
の
狩
猟
や
祭
祀
は
？

　
マ
タ
ギ
は
根
子
、
比
立
内
、
打
当
と

い
っ
た
集
落
に
お
り
ま
し
た
が
昭
和
50

年
頃
ま
で
、
お
互
い
の
交
流
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
阿
仁

猟
友
会
と
し
て
山
に
入
り
ま
す
。
打
当

で
狩
猟
を
す
る
時
は
、
ベ
テ
ラ
ン
同
士

で
話
し
合
っ
た
上
で
、
役
割
を
決
め
て
、

打
当
マ
タ
ギ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
打
当
地
区
以
外
で
の
場
合
は
、

そ
の
地
区
の
方
法
に
従
い
ま
す
。

　
山
の
神
に
常
に
感
謝
し
、
マ
タ
ギ
神

社
に
参
拝
を
し
て
か
ら
山
に
入
り
ま
す
。

祭
祀
も
大
切
で
、「
授
か
っ
た
」
時
に

儀
式
（
ケ
ボ
カ
イ
）
を
し
て
山
の
神
に

魂
を
返
す
呪
文
を
唱
え
ま
す
。

♢
昔
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　
狩
猟
の
時
に
意
思
を
伝
え
る
場
合
、

笛
を
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
で
は

無
線
機
に
変
わ
り
ま
し
た
。
銃
も
火
縄

銃
か
ら
村
田
銃
、
自
動
銃
、
ラ
イ
フ
ル

銃
へ
と
変
わ
り
、
目
立
つ
色
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
も
着
用
す
る
な
ど
、
狩
猟
用
具

も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
仲
間
意
識
や
信
頼
で
す
。
最
近

２
名
の
若
者
が
仲
間
に
入
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
山
は
た
だ
の
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
は
神
。
神
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う

に
、
狩
猟
の
際
に
油
断
は
決
し
て
し
な

い
。
そ
し
て
、
授
か
っ
た
も
の
に
感
謝

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昔
、
マ
タ
ギ
は
世
間
と
接
す
る
こ
と

が
少
な
く
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

存
在
で
し
た
。
今
後
も
み
ん
な
で
こ
の

文
化
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
で
は
「
阿
仁
マ
タ
ギ
」
の

日
本
遺
産
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

阿
仁
マ
タ
ギ
の
文
化
の
継
承
と
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

⑱

　コムコム講座「菅江真澄の足跡を訪ねて」が10月
20日と11月12日に行われ、高鷹大学「ふるさと研究
クラブ」と一緒に江戸時代の紀行家・菅江真澄の足
跡をたどりながら、史跡・自然・景観・民俗慣行に
ついて学びました。
　10月20日の藤里編では、藤里町教育委員会の職員
などによるガイダンスの後、太良峡や素波里ダムな
どを訪れました。
　また、11月12日の阿仁編では、打当地区などを巡
り、参加者は記録に残る当時の生活や景観に想いを

馳せながら、地域の歴史を伝える役割について考え
ました。～歴史移動講座「菅江真澄の足跡を訪ねて」～

「音楽」がもたらすコミュニケーション効果とは

　11月６日「北鹿地区社会教育関係委員等研修会」
が市民ふれあいプラザで開催され、北鹿地区の社会
教育や生涯学習に関わる職員・委員等40人が参集し
ました。
　研修では音楽療法士の田口諒也氏（大館市）を講
師に「音楽を通じた地域とのつながり」と題し、実
際に楽器を用いて、ユニークかつ科学的根拠を交え
ながらの講話があり、参加者は年齢や言葉の壁を超
えて共感を生み出す音楽の力について学んだほか、
その後のグループトークで感想を共有するなど「地

域とともに歩む社会教育の在り方」について探りま
した。～北鹿地区社会教育関係委員等研修会～

地域の特色を活かした自然体験発表

　11月３日「体験活動全県フォーラム」が秋田市で
開かれ、北秋田市の「マタギの地恵体験学習」につ
いて事例発表を行いました。
　「マタギの地恵体験学習」は、集団での野外体験
活動によりふるさとの良さを体験し、子どもたちの
健やかな成長に繋げることを目的としています。
　発表では「マタギ文化」を通し、自然との共生や
先人の知恵を学びながら、学ぶ意欲や自立心、思い
やりの心を育み、愛郷心の醸成や命の大切さなど子
どもの成長に必要な体験として、市の地域資源や人

材を活用した教育的な取組と効果を紹介し、会場か
らは多くの共感の声がありました。～秋田県「体験の風をおこそう」推進活動～

合
川
公
民
館
子
育
て
応
援
塾『
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ラ
ス
作
り
』

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

ま
な
ぼ
う・あ
そ
ぼ
う・つ
た
え
よ
う

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

問

　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐

２
２
２
０

申
問 募
集「
創
造
力
を
高
め
る
囲
碁
教
室
」

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

問 輪
転
機
の
使
用
料
に
つ
い
て

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

問 「
コ
ム
コ
ム
」
休
館
の
お
知
ら
せ

▲「マタギの地恵体験学習」を紹介

▲楽器を使い人との関わりを考える参加者

▲ガイドの説明を聴く参加者（阿仁地区）

マ
タ
ギ
文
化
を
今
に
伝
え
る

　
鈴
木　
英
雄
さ
ん（
阿
仁
打
当
）
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産
業
祭
は
、
市
全
体
の
地
場
産
業
の
振

興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
な
ど
で
作
る
実
行
委

員
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
13
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
「
産
業
で

輝
く　
新
時
代
の
北
秋
田
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
の
午
前
10
時
に
鷹
巣
体
育
館
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、主
催
者
を
代
表
し
て
津
谷
市
長
が「
今

年
は
令
和
元
年
度
と
い
う
こ
と
で
『
産
業

で
輝
く　
新
時
代
の
北
秋
田
』
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
様
々
な
産
業
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
見
て
、
食
べ
て
、

感
じ
て
も
ら
う
産
業
祭
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
あ
と
、

代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
産
業
祭

の
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　
農
産
物
品
評
会
表
彰
で
は
、
今
年
の
品

評
会
に
出
展
さ
れ
た
農
産
物
２
５
６
点
の

中
か
ら
、
市
長
賞
（
２
点
）、Ｊ
Ａ
秋
田
た

か
の
す
組
合
長
賞
（
８
点
）、
秋
田
県
た

ば
こ
耕
作
組
合
長
賞
（
１
点
）
の
１
等
賞

に
11
点
、
２
等
賞
に
20
点
、
３
等
賞
に
24

点
の
計
55
点
の
農
産
物
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
農
産
物
の
展
示
、
各
事
業

所
に
よ
る
企
業
製
品
の
展
示
や
販
売
、
秋

田
北
鷹
高
校
の
学
校
活
動
の
紹
介
、
健
康

づ
く
り
＆
福
祉
コ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ

た
ほ
か
、サ
ブ
体
育
館
の「
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ

ズ
広
場
」
で
は
、
巨
大
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

や
木
の
た
ま
ご
プ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、「
わ

く
わ
く
縁
日
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
は
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
駐
車
場
で
は
、
自
衛
隊
や
消
防
、
株
式

会
社
フ
ジ
モ
ト
に
よ
る
車
両
展
示
の
ほ
か
、

地
元
飲
食
店
に
よ
る
屋
台
や
秋
田
犬
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
「
坊

沢
の
豆
腐
早
食
い
競
争
」「
山
の
芋
と
ろ

ろ
飯
大
食
い
大
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
20
日
に
は
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
お
ぉ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｍ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
プ
ロ
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
事
業

所
の
中
か
ら
先
着
３
０
０
人
の
来
場
者
に

よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、「
精
ま
い
家
」、「
鷹

松
堂
」、「
み
う
ら
庵
」、「
大
川
米
屋
」
の

４
社
が
Ｂ
Ｉ
Ｇ
４
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
産
業
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
日
本
バ

タ
ー
餅
協
会
の
村
井
松
悦
会
長
、Ｂ
Ｉ
Ｇ

４
ら
に
よ
る
バ
タ
ー
餅
の
餅
ま
き
が
行
わ

れ
、
２
日
間
に
わ
た
る
産
業
祭
の
最
後
を

盛
大
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

産業で輝く　新時代の北秋田

第13回北秋田市産業祭

北秋田市の農・工・商が一堂に集結

品評会表彰者

木のたまごプールで遊ぶ子どもたち

縁日に子どもたちが集まる

出品された農産物の展示

坊沢の豆腐早食い競争

おぉちゃんのバルーンパフォーマンス バター餅のＢＩＧ４が選ばれる

山の芋とろろ飯大食い大会

企業による展示と販売
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北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

　
あ
き
た
発
酵
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
の

認
定
を
受
け
た
事
も
あ
り
、
ど
ぶ
ろ
く

の
製
造
者
と
し
て
10
月
12
・
13
・
14
日

の
３
日
間
、
き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り
に
ど

ぶ
ろ
く
を
出
品
し
、
お
酒
の
説
明
を
し

て
き
ま
し
た
。
出
品
し
た
ど
ぶ
ろ
く
は
、

め
で
た
く
完
売
!!

　
ど
ぶ
ろ
く
を
知
ら
な
い
お
客
様
、
若

い
方
も
多
か
っ
た
こ
と
や
、
今
ま
で
の

ど
ぶ
ろ
く
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
が
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
伝
え
方
で
な
け

れ
ば
ダ
メ
だ
な
ぁ…

と
伝
え
方
を
工
夫

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
考
え
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
食

べ
る
お
酒
」。

　
ど
ぶ
ろ
く
は
、
ご
存
知
の
通
り
醪
が

た
く
さ
ん
は
い
っ
て
い
ま
す
。

　
販
売
す
る
側
と
し
て
は
、
濾
し
て
販

売
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
（
違
法
で

す
）、
ど
う
し
て
も
醪
が
入
っ
て
し
ま

う
為
、
に
ご
り
酒
と
勘
違
い
し
て
買
っ

て
い
か
れ
る
方
や
醪
の
存
在
を
知
ら
な

い
方
に
は
、
と
っ
つ
き
に
く
い
お
酒…

な
の
で
、

「
ど
ぶ
ろ
く
は
食
べ
る
お
酒
。栄
養
た
っ

ぷ
り
の
醪
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

他
に
は
な
い
感
じ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。」

と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
面
白
い
か
ら
試
し

て
み
よ
う
・
食
べ
る
お
酒
っ
て
気
に
な

る
。
と
購
入
さ
れ
る
お
客
様
が
多
く
、

美
味
し
か
っ
た
・
初
め
て
の
感
覚
と

い
っ
た
感
想
を
頂
け
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
は
、「
食
べ
る
お
酒
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ど
ぶ
ろ
く
を
知
ら
な

い
人
に
も
広
く
知
っ
て
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
!!

vol.21

高橋彩子隊員

「
き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り
と

　
　
　
　
　
　
ど
ぶ
ろ
く
」

合川小３・４年生はまべのうたキッズ

秋田声楽研究会混声合唱団

森吉中３年生鷹巣東小全校児童
ヴァイオリニスト
加登萌々子さん

米内沢小５・６年生

　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
は
『
浜
辺
の
歌
』
を

は
じ
め
優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多

く
作
曲
し
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と

し
て
知
ら
れ
る
本
市
米
内
沢
出
身
の
成
田

為
三
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
歌
声
の
あ

ふ
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
18
年
か
ら
開
催

し
て
お
り
、
今
回
で
14
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
小
中
学
校
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

な
ど
19
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
成
田
為
三
作

曲
の「
浜
辺
の
歌
」と「
北
秋
田
市
民
歌
」

を
参
加
者
全
員
が
合
唱
。
続
い
て
主
催
者

を
代
表
し
佐
藤
教
育
長
が
「
こ
の
音
楽
祭

は
、
成
田
為
三
先
生
の
出
身
地
と
し
て
、

本
市
の
音
楽
文
化
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る

誇
る
べ
き
祭
典
。
本
日
は
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
心
豊
か
な
時
間
を
共
有
で
き
る

一
日
と
な
る
こ
と
を
願
う
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
祖
母
が
北
秋
田
市
出
身
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
加
登
萌
々
子
氏
の
記

念
演
奏
が
行
わ
れ
、
心
地
よ
い
音
色
で
聴

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
・
午
後
の
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
各
団
体
が
２
曲
か
ら
３
曲
を

披
露
。
出
演
団
体
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
振

り
付
け
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
の
び
の
び
と

歌
い
あ
げ
、
ホ
ー
ル
に
美
し
い
歌
声
が
響

き
ま
し
た
。

　第14回浜辺の歌音楽祭が、11月３日に北秋田市文化会館で開催され、市内の小中学生やコーラス
グループが成田為三の楽曲や趣向を凝らした合唱曲を発表し、美しい歌声を響かせました。
　第14回浜辺の歌音楽祭が、11月３日に北秋田市文化会館で開催され、市内の小中学生やコーラス
グループが成田為三の楽曲や趣向を凝らした合唱曲を発表し、美しい歌声を響かせました。

第14回浜辺の歌音楽祭♬ ♪

ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.４１ＮＯ.４１

　今年は暑くて、紅葉のスタートがいつもより

のんびりだったと感じています。夏が秋になり、

雪が降る前の山が燃えているように見えるのを、

毎年楽しみにしています。でも、このように楽

しみにするようになったのは、大人になってか

らです。ふるさとに紅葉がないのではなく、む

しろ、恵まれ過ぎて、小さい頃に当たり前に思っ

てしまったからです。

　ふるさとの「ニューイングランド地方」は、

紅葉で有名です。砂糖カエデやオーク、ブナや

カバノキ、トネリコなど、見渡す限り赤・黄・

オレンジという紅葉の各色に染められて…そう

いう景色を味わうために、アメリカの東西南北

から大勢の方々がい

らっしゃいます。道

路のど真ん中に車を

止めて、葉っぱを鑑

賞している人もいま

す！

　10月頃、安の滝を

見に行ってきました。

樹種は違いますが、

大自然に囲まれ、森林を歩く雰囲気がふるさと

と非常に似ています。心が癒される感じが共通

しています。しかも、ありがたいことに、安の

滝は歩道のど真ん中に車を止める人がいません

でした。

安の滝と紅葉

も
ろ
み

こ

か 

と 

う  

も   

も   

こ
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母
子
健
康
手
帳
交
付

日
時　
12
月
２
日（
月
）、９
日（
月
）、

　
　
　
16
日（
月
）、23
日（
月
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
時　
12
月
23
日（
月
） 

９
時
〜
16
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
19
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

12
月
の
乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
時　
12
月
25
日（
水
）

　
　
　
【
受
付
】12
時
30
分
〜
45
分

対
象　
平
成
元
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
時　
12
月
25
日（
水
）

　
　
　
【
受
付
】９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
元
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
時　
12
月
25
日（
水
）

　
　
　
【
受
付
】12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
31
年
２
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

日
時　
12
月
18
日（
水
）

　
　
　
【
受
付
】12
時
30
分
〜
45
分

対
象　
平
成
30
年
４
〜
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

日
時　
12
月
17
日（
水
）

　
　
　
【
受
付
】12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
29
年
７
〜
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
鷹
巣
地
区
）

日
時　
12
月
24
日（
火
）

　
　
　
【
受
付
】13
時
〜
13
時
15
分

対
象　
平
成
26
年
10
〜
12
月
生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
12
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　
12
月
16
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
20
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
23
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
本
人
だ
け
で
な
く
、家
族

や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
12
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　
12
月
16
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
20
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
12
月
23
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
本
人
だ
け
で
な
く
、家
族

や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

冬
の
健
康
教
室（
阿
仁
）

　
「
高
血
圧
予
防
の
た
め
の
減
塩
メ

ニ
ュ
ー
」を
作
っ
て
試
食
し
ま
す
。お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時・場
所

①
12
月
16
日（
月
） 

10
時
〜
13
時

　
大
阿
仁
出
張
所

②
12
月
26
日（
木
） 

10
時
〜
13
時

　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料（
要
申
込
み
／
定
員
あ
り
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、み
そ
汁

※
ご
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
を
測
り

ま
す
。希
望
す
る
方
は
お
椀
一
杯
の
み
そ

汁（
汁
の
み
）を
持
参
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方
へ

　

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
７
月
に
送
付
し
て
い
ま

す
。風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
、抗
体
が
十

分
で
な
い
場
合
は
風
し
ん
予
防
接
種
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

利
用
期
限　
令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）

精
神
保
健
相
談・

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
時　
12
月
27
日（
金
） 

13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所   

☎
62‐
１
１
６
５

申
問

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

健
康 

読書感想文・感想画コンクール 作品募集！

　　 鷹巣図書館（文化会館内） ☎62‐1707申問

▽ 読書感想文 ▽
◆応募区分 小学校の部（３年／４年／５年／６年）／
 中学校の部／高校・一般の部
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を表現し
てください。応募作品は未発表のもので１人１点と
します。 ※教科書、雑誌は対象外

◆用紙及び枚数　《用紙》 市販の400字詰原稿用紙（B4サイズ）
　　小学校の部 ３枚以内／中学校の部 ４枚以内／
　　高校・一般の部 ５枚以内
　　※１行目に題名、次の行に学校名と学年、氏名を書いてください。

▽ 読書感想画 ▽
◆応募区分　認定こども園・保育園の部（年長児）／
　　　　　　小学校の部（１年／２年）
◆応募規定　読み聞かせや読んだ本（作品）についての感想

を絵に自由に表現してください。応募作品は未発表のもの
で１人１点とします。 ※本の挿絵そのままのものは対象外

◆用紙　四つ切版（380×540mm）の画用紙（色・縦横は自由）
を用い、素材は自由（絵の具、クレヨンなど）とします。

▽ 共通事項 ▽
◆応募資格　北秋田市に在住、在学、在勤する方
◆応募先　鷹巣図書館（北秋田市材木町２番３号）
　★認定こども園・保育園児、小・中学生は、所属

する園及び学校を通じて応募してください。
◆応募方法　読書感想文・感想画とも、応募票に
必要事項を記入の上、作品に貼ってください。

　★応募票配布場所…市内の図書館、各公民館及
び市民ふれあいプラザ

◆締切日　令和２年１月21日（火）
◆入賞者発表　本人または学校等あてに通知しま
す。また、市広報や市ホームページ等に掲載
します。

◆表彰及び表彰式
　　令和２年２月29日（土）午前９時30分から北
秋田市文化会館で行います。

令和元年度

北秋田市

元旦マラソン 参加者
募集中

　　　　　　　　　　　　《種目》　ファミリーコース２km
　　　　　　　　　　　　　　　　チャレンジコース４km
《受付》　８：40～９：30（開会式９：40） ／ 《申込期限》　12月15日（日）
《受付場所》　市民ふれあいプラザ コムコム ／ 《参加料》　300円
《申込方法》　ＦＡＸ　※申込用紙は各地区公民館にあります。
　　　　　　メール　kitaakita.athletics@gmail.com

１１
（水）

10：30（同時スタート）

　　 北秋田市陸上競技協会（中村） ☎090‐7072‐9546　　78‐2440申問 FAX

献血日程
■
１
月
３
日（
金
）

ザ・ビ
ッ
グ
た
か
の
す

①
10
時
〜
11
時
45
分

②
13
時
〜
15
時
45
分

す
こ
や
か
健
康
講
座

　
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に「
健
康
」に

つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
・場
所・
内
容
】 

※
１
講
座
90
分

日
時　
12
月
４
日（
水
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
！
〜
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
病
気
予
防
」

た
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

田
村
豊
一 

氏

日
時　
12
月
13
日（
金
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
腰
痛
・膝
痛
の
予
防
策
と
改
善
策
」

秋
田
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

木
村
竜
太 

氏

日
時　

１
月
14
日（
火
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
歯
周
疾
患
予
防
と
高
齢
者
の
お
口
の

健
康
」

北
秋
田
市
民
病
院 

成
田
紀
彦 

氏

日
時　

２
月
12
日（
水
） 

14
時
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
」

あ
き
た
東
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

成
田
琢
磨 

氏

日
時　

２
月
21
日（
金
） 

13
時
30
分
〜

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

「
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
対
策
」

北
秋
田
市
民
病
院 

安
次
嶺
拓
馬 

氏

※
１
・
２
・
３
・
５
回
目
は
阿
仁
・
森
吉
・
合

川
地
区
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
。（
要
申
込

み
）詳
細
に
つ
い
て
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第１回第１回第２回第２回第３回第３回第４回第４回第５回第５回

※要事前申込
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12月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐1707
　４日、11日、15日、18日、
　25日、29～31日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は17時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　４日、11日、15日、18日、
　25日、29～31日
【開館時間】 ９時～17時

■市民ふれあいプラザ ☎62‐1130

▼12/５（木）～25（水）フィンラン
ド・クリスマス展（北欧の杜公園セ
ンターハウスでも同時開催）
■文化会館　☎62‐3311

▼12/10（火）自殺予防ネットワー
ク研修会＝開演13：30～

▼12/21（土）幼保連携型認定こど
も園しゃろーむクリスマス礼拝・
祝会＝開演９：30～
■スポーツ　☎62‐3800

▼12/７（土）～８（日）北秋田市中
学校招待新人バレーボール森吉大
会＝森吉総合スポーツセンター、
合川体育館

▼ 12/８（日）北秋田市民卓球大会
＝鷹巣体育館

▼ 12/21（土）～22（日）秋田県高等
学校新人大会フェンシング競技＝
合川体育館

▼ 12/22（日）津谷永光杯ユニカー
ル交流大会＝鷹巣体育館

▼ 12/24（火）薬師山スキー場開き
＝薬師山スキー場

▼ 12/27（金）比内支援学校たかの
す校ユニホック交流大会＝鷹巣体
育館

●市税の夜間・休日相談窓口（12月）

《日時》
 【夜間】12月16日（月）20時まで
 【休日】12月21日（土）９時～15時
 【夜間】12月26日（木）20時まで
《場所》 宮前町庁舎（税務課）
問　 税務課収納係 ☎62‐1115

新春書き初め会第３回第３回

１月11日（土） 13：30～16：00（受付13：00～）
市民ふれあいプラザ 多目的ホール

　日本の伝統文化である書き初めで、新年をスタートさせません
か。みんなで楽しく和に触れましょう。秋田県書道連盟活性化委
員会の先生方の書道パフォーマンスがあります。

　 香風書道連合会（佐藤） ☎66‐2132　  62‐2134FAX申問

参加費参加費 300円300円

参加者全員で一筆リレーをして太文字に挑戦 !!

日時日時

会場会場

年末年始の市役所及び関連施設の休業（休館）日は
次のとおりです。　※　 が休業日

12月 １月
施設の名称等

市役所各庁舎
市民ふれあいプラザ　コムコム
ねまーる広場（△は自由来館のみ）
文化会館／鷹巣・森吉図書館／みちのく子供風土記館
各公民館／阿仁・合川公民館図書室／交流センター
伊勢堂岱縄文館／浜辺の歌音楽館
各体育館／市民プール
北秋田市民病院
大太鼓の館 （叩き初めは、２日の11時から）
四季美館／湯の岱温泉 （31日は17時まで）
阿仁伝承館・異人館
クリーンリサイクルセンター
鷹巣埋立地最終処分場／長下処分場（※27日は鷹巣休、４日は長下休）
鷹巣斎場・清幸苑
し尿の汲み取り （年内の申込みは20日まで）

27日
（金）

28日
（土）

29日
（日）

30日
（月）

31日
（火）

1日
（水）

2日
（木）

3日
（金）

年末年始のご案内 ●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休●休

26日
（木）

●休●休
●休●休

4日
（土）

5日
（日）

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休●休 ●休●休
●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休●休 ●休 ●休 ※※

●休 ●休
●休●休 ●休 ●休 ●休●休 ●休●休

●休 ●休
●休

●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休△ △ △ △ △ △

　 秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085

　秋田犬ツーリズムでは、地域の新しいお土産
として「枝豆ビール」を開発しました。地域の朝
採れ枝豆を原料に含めることにより、後味にふ
んわりと枝豆の風味を感じる飲みやすいビー
ルに仕上がりました。また、ラベルには枝豆と
秋田犬をあしらったデザインで秋田のお土産
物にもぴったりです。
　「本場大館きりたんぽま
つり」で先行販売を行いま
したが、評判は上々で、北秋
田の「どぶろく」、小坂の「ワ
イン」、上小阿仁の「ほおず
き酒」に枝豆ビールが加わ
り、発酵王国秋田を盛り立
てるお土産となるよう期待
しています。

問

秋田犬ツーリズム便り秋田犬ツーリズム便り

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯＤＭＯ

結
婚
支
援
出
張
セ
ン
タ
ー
開
設
日

日
時　
12
月
21
日（
土
） 

11
時
〜
16
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研
修
室
Ａ

内
容　
①
会
員
登
録
②
お
相
手
検
索
③
結

婚
に
関
す
る
相
談

※
期
日
の
２
日
前
ま
で
電
話
で
要
予
約
。

　
　

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ

ン
タ
ー　
０
８
０
０‐
８
０
０‐
０
４
１
３

イ
ベ
ン
ト

予
問

問
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

【
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
秋
田
】

日
時　
12
月
30
日（
月
） 

11
時
〜
15
時

場
所　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

【
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京
】

日
時　

２
月
９
日（
日
）

　
　
　
11
時
30
分
〜
16
時
10
分

場
所　
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

対
象　
秋
田
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

方（
学
生
可
）

内
容　
県
内
企
業
に
よ
る
企
業
説
明
や
個

別
面
談
、Ａ
タ
ー
ン
就
職
相
談
、移
住
相
談

※
予
約
不
要
、入
退
場
自
由
で
す
。

　

 

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田

０
１
２
０‐
１
２
２‐
２
５
５

▶学生就活サポート・Ａターン就職相談窓口
　「Ａターンプラザ秋田」
ところ：都道府県会館７階 県東京事務所内
連絡先：　　0120‐122‐255（月～金）9：00～17：45
▶移住・就職相談窓口
　「あきたで暮らそう！Ａターンサポートセンター」
ところ：東京交通会館８階ふるさと回帰支援センター内
連絡先：　　080‐9292‐5195（火～日）10：00～18：00

▶移住相談窓口「ＮＰＯ法人秋田移住定住総合支援センター」
ところ：秋田テルサ１階
連絡先：　　018‐893‐3981（月～金）9：00～17：00
▶Ａターン登録・相談窓口
　「（公財）秋田県ふるさと定住機構」
ところ：秋田テルサ３階
連絡先：　　018‐826‐1731（月～金）９：00～17：00

東京

秋田

秋田への移住
秋田での就職
を全力サポート！

イン
ディ
ビジ
ュア
リテ
ィ
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申
問

問
求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
科（
定
員
）

①
金
属
加
工
技
術
科（
10
人
）

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科（
15
人
）

訓
練
期
間

２
月
４
日（
火
）〜
７
月
31
日（
金
）（
６
か
月
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

募
集
期
間　
12
月
25
日（
水
）ま
で

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
る
方

申
込
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活

用
講
習

期
間　

１
月
９
日（
木
）〜
10
日（
金
）

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時

内
容　
関
数
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
、複
数

シ
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
や
色
々
な
集
計
方

法
を
習
得
す
る

定
員　
10
人（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　
９
０
０
円（
税
別
）

申
込
締
切　
12
月
26
日（
木
）

い
よ
い
よ
長
い
冬
の
始
ま
り
で
す
。
冬
囲
い
し
た
庭
木
に
雪
が
積
も
る
景
色
も
雪
国
な
ら
で
は
で
す
ね
♪

仕
事
・
求
人

暮
ら
し

　 総合政策課移住・定住支援室 ☎62‐8002問

市内企業×ハロ
ーワーク鷹巣×

北秋田市

就職相談会×Ａター
ン相談会

相談会参加企業も併せて募集中！
企業情報（チラシ等）の設置のみも可

※１次募集の締切は12/10(火)まで

市内企業、ハローワーク鷹巣、北秋田市
がタッグを組み、市内の企業への就職、
Ａターンをサポートします。
北秋田市及び周辺市町村の求人情報を
準備してお待ちしております！

市内企業、ハローワーク鷹巣、北秋田市
がタッグを組み、市内の企業への就職、
Ａターンをサポートします。
北秋田市及び周辺市町村の求人情報を
準備してお待ちしております！

日時 12月30日（月） 10：00～15：00
場所 イオンタウン鷹巣
 イベントスペース

対象：市内在住者・勤務者
　　 Ａターン希望者
※ご家族等の相談も可

対象：市内在住者・勤務者
　　 Ａターン希望者
※ご家族等の相談も可

▽
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

期
間　

２
月
26
日（
水
）〜
28
日（
金
）

時
間　
８
時
50
分
〜
17
時
15
分

内
容　
ア
ー
ク
溶
接
機
を
用
い
て
行
う
金

属
の
溶
接
や
溶
断
等
の
業
務
に
従
事
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
た
特
別
教
育

定
員　
10
人（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円（
税
別
）

申
込
締
切　

１
月
24
日（
金
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

令
和
２・
３
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、国
有
林
野
の
管

理
経
営
に
皆
さ
ま
の
声
を
役
立
て
て
い
く

た
め
、モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　
48
人
程
度

※
最
終
的
な
人
数
と
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

募
集
期
間　
12
月
２
日（
月
）〜
１
月
31
日

（
金
）※
当
日
必
着

任
期　

４
月
１
日（
水
）か
ら
２
年
間

内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、現
地
見

学
会
、国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

な
ど

※
応
募
資
格
、応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

東
北
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課
林
政

推
進
係   

☎
０
１
８‐
８
３
６‐
２
２
２
８

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集（
小
学
生
〜
高
校
生
）

　
海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。一
人
で
の
参
加
や
は
じ
め
て
海
外

へ
行
か
れ
る
方
が
７
割
以
上
参
加
し
ま
す
。

研
修
国　
イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、サ
イ
パ
ン
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ネ
パ
ー
ル

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、英
語
研
修
、文
化

交
流
、地
域
見
学
、野
外
活
動
等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
お
選
び
い

た
だ
け
ま
す
。

日
程　
３
月
25
日（
水
）〜
４
月
５
日（
日
）

の
内
６
〜
11
日
間

対
象　
小
学
校
３
年
〜
高
校
３
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異
な
り
ま

す
。

定
員　
10
〜
20
人

参
加
費　
24
万
8
０
０
０
円
〜
49
万
９
０

０
０
円

締
切　

１
月
31
日（
金
）

※
１
月
24
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
の
方
は

早
期
割
引
１
万
円

事
前
説
明
会　
全
国
10
都
市
に
て
開
催
し

ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会      

☎
０
３‐
６
４
１
７‐
９
７
２
１

　

 http://w
w
w
.kskk.or.jp

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
来
年
度
の「
検
察
審
査
員
候
補
者
」に
選

ば
れ
た
方
に
は
、11
月
下
旬
頃
に
通
知
書
が

届
き
ま
す
。

※
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
無
作

為
に
選
ば
れ
ま
す
。

　
裁
判
員
裁
判
の「
裁
判
員
候
補
者
」と
は

違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
検
察
審
査
員
と
は
】

　
交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の

に
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て

く
れ
な
い
な
ど
、検
察
官
の
処
分（
不
起
訴

処
分
）の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　

 

大
館
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
１
８
６‐42‐
０
０
７
１

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族
の
方
へ

戦
傷
病
者
相
談
員

▽
氏
名　
吉
田
光
子
さ
ん

▽
居
住
地　
北
秋
田
市
住
吉
町

▽
連
絡
先　
62‐
２
１
６
７

▽
相
談
内
容　
戦
傷
病
者
の
各
種
年
金
・

給
付
金
等
に
関
す
る
相
談
／
生
活
上
の
問

題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度
等

戦
没
者
遺
族
相
談
員

▽
氏
名　
高
橋
久
雄
さ
ん

▽
居
住
地　
北
秋
田
市
八
幡
岱
新
田

▽
連
絡
先　
78‐
３
２
９
１

▽
相
談
内
容　

戦
没
者
遺
族
の
各
種
年

金
・
給
付
金
等
に
関
す
る
相
談
／
生
活
上

の
問
題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度
等

　

 

秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課
監

査・援
護
班 

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
３
１
８

問

申
問URL

問

問
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階４戸建３ＬＤＫ 月額13,700～30,400円
胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,700円～19,500円
田ノ沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階４戸建２ＬＤＫ 月額18,400円～42,300円
（共益費400円）
上杉駅前団地・・・上杉字上屋布岱61‐52★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額24,600円～56,500円
御嶽団地・・・本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,500円～42,500円
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94‐1

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額16,800円～38,700円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額16,800円～38,700円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,600円～45,100円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,400円～53,900円★

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,500円～61,000円★
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★（単身要相談）
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,300円
サンコーポラスなかたい住宅・・・鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,500円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
上杉団地・・・上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページをご覧にな
るか、お問い合わせください。（現地案内も行っています）

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　12月２日（月）～６日（金）
　　　　　　第２回　12月16日（月）～ 20日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③
　
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集
申
問

問

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や
食
品

表
示
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。学
習
等
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
内
容
、時
間
等
は
ご
希
望
に
合
わ
せ
ま
す
。

費
用
等
は
す
べ
て
生
活
セ
ン
タ
ー
で
負
担
。

「
会
場
の
確
保
」の
み
お
願
い
し
ま
す
。

【
講
座
テ
ー
マ
の
例
】

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
と
消
費
者
を

守
る
仕
組
み
／
く
ら
し
に
役
立
つ
食
品
表

示
な
ど

　
　

 

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消
費

生
活
相
談
室 

☎
０
１
８
６‐45
‐
１
０
４
１

暮
ら
し

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.05
0.05
0.05
0.03
0.03
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（11月８日測定）空間線量調査（11月８日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62‐1110

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短
大
、

大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、大
学
等
に
入
学・在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内

金
利　
年
１・66
％（
固
定
金
利
）

※
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、世
帯
年
収
２
０

０
万
円
以
内
の
方
、子
ど
も
３
人
以
上
の

世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０
０
万
円
以
内
の

方
は
年
１・26
％

返
済
期
間　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、交
通
遺
児
家
庭
、

世
帯
年
収
２
０
０
万
円
以
内
の
方
、子
ど

も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０

０
万
円
以
内
の
方
は
18
年
以
内

対
象　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、ア

パ
ー
ト・マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・家
賃
な
ど

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済（
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保
証　

教
育
資
金
融
資
保
証
基
金（
連
帯

保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

※
詳
し
く
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０‐
０
０
８
６
５

　
農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現
在

で
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た

り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計

資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ

れ
る
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員

が
調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

総
合
政
策
課
政
策
係☎

62‐

６
６
０
６

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

問

つっちーつっちー

　
　
の
納
期
限

税固
定
資
産
税
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

道路の除排雪作業に

ご理解とご協力を

　市では、降雪時の安全で円滑な道路交通を確保す
るため、適切な除雪作業を進めています。
　効率よく安全な除雪作業を実施するため、次のよ
うな点について、ご理解とご協力をお願いします。

【お問い合わせ】
《市道・雪捨て場》
　建設課管理係 ☎72‐3116
《国道１０５・２８５号、県道》
　北秋田地域振興局建設部 ☎62‐1834

◎路上駐車はやめてください

　路上駐車部分の除雪ができず、道路幅が狭くなり
ます。交通渋滞や交通事故、除雪作業が遅れる原因
になりますので絶対にやめてください。

◎自宅前は自分で除雪してください

　できる限り配慮しますが除雪車が通った後はどう
しても雪が残ってしまいます。通勤や通学時間帯ま
でに交通を確保するため、沿道一軒一軒の出入口の
除雪や各家庭の時間帯に合わせた作業は行うことは
できません。ご自宅の除雪には大変ご苦労されてい
ると思いますが、ご理解ください。また、お年寄り
世帯などの除雪についても近隣でのご協力による除
雪をお願いします。

◎深夜・早朝の作業にご理解ください

　除雪作業は、交通量の少ない深夜から早朝にかけ
て行います。除雪車のエンジン音や振動でご迷惑を
おかけしますが、快適で安全な通勤・通学路確保の
ためご理解ください。

◎道路に雪を捨てないでください

　道路に雪を捨てられると、交通・歩行の支障とな
り事故の原因はもちろん、消防車や救急車が通れな
くなり大変危険です。排雪は市指定の雪捨て場を利
用してください。

◎沿道の空地や田畑の利用にご協力ください

　道路沿いの空き地や田畑に雪を押し出させていた
だく場合がありますので、あらかじめご了承くださ
い。

◎道路に置いてある物は撤去してください

　歩道等へ乗り入れるための「歩み板」や道路に置
いてある物は、除雪車が引っかけて周囲の物を壊し
てしまう原因にもなりますので、できるだけ撤去し
てください。

◎雪捨てのために開けた側溝のふたは作業後

　は元に戻してください

　歩行者の転落や車の脱輪など、重大事故につなが
ります。作業後にしっかりと閉めて元どおりに戻し
てください。

12
月

25
日
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北
秋
田
市
民
病
院　
休
診
日

▽
眼
科
＝
12
月
５
日（
木
）、
６
日（
金
）

　
 

北
秋
田
市
民
病
院   

☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
10
月
》

▽
慶
弔
費　
６
万
４
０
０
０
円
（
４
件
）

▽
会　
費　

４
万
５
０
０
０
円
（
８
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
　
　
　
０
円
（
０
件
）

▽
合　
計　
10
万
９
０
０
０
円
（
12
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
10
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事（
根
子
ト
ン
ネ
ル
）

／
８
５
２
５
万
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
阿
仁

中
学
校
給
食
搬
入
口
改
修
工
事
／
４
８
４

万
９
９
０
０
円
／
菊
地
工
務
店
▼
ま
す
設

置
工
事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
10
）／
５
４
５

万
６
０
０
０
円
／
㈱
大
川
建
設
▼
森
吉
野

球
場
照
明
鉄
塔
等
撤
去
工
事
／
３
６
３
０

万
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
米
内
沢
処
理
区
裏

町
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ（
№
２
）更
新
工
事

／
２
９
０
万
４
０
０
０
円
／
三
光
テ
ク
ノ

㈱
大
館
営
業
所

　

 

財
政
課
財
政
係      

☎
62‐
６
６
０
７

12
月
は

「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

　
国
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
取
組

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
暖
房
時
の
室
温
を

20
度
に
設
定
し
、
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
（
W
A
R
M
B
I
Z
）」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
体
調
に
無
理
の
な
い
範
囲
で

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 

生
活
課
環
境
係      

☎
62‐
１
１
１
０

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(
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(

　
歳)

(
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(
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歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

小
笠
原
勇
夫

武
田
チ
ヱ

簾
内
キ
ミ
ヱ

成
田
キ
ミ
ヱ

佐
藤
武
夫

山
内
ヒ
サ
ヱ

小
笠
原
清
逸

米
沢
カ
ヱ

宮
野
　
司

田
口
貞
子

恵
比
原
脩

神
成
正
雄

藤
嶋
キ
ヨ

松
浦
德
二
郎

船
橋
キ
ミ
子

大
川
二
郎

成
田
キ
ミ
ヱ

松
岡
民
治

岩
谷
年
枝

藤
嶋
哲
雄

佐
藤
ア
ヱ

佐
藤
昌
吾

近
藤
ヨ
シ
ノ

千
葉
勝
美

佐
藤
亮
逸

宮
腰
ア
ヤ

菅
原
忠
夫

前

山

今

泉

今

泉

今

泉

坊
沢
大
町

綴
子
上
町

綴
子
大
畑

昭

和

綴
子
下
町

田

中

新
田
中

胡
桃
館

掛

泥

掛

泥

高
野
尻

旭

町

北
中
家
下

舟
見
町

摩

当

太

田

小

森

小

森

小
ヶ
田

本

郷

妹
尾
館

品

類

大
野
台
駅
前
団
地

799191898884859069568982899276938687837885888595879068
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さ
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さ
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ん
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ん
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さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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ん
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ん
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さ
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さ
ん

さ
ん

さ
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歳)

(
　
歳)

(
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(

　
歳)

(

　
歳)

(
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(
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寿　
松
橋
ス
ヱ
さ
ん（
米
内
沢
大
町
）

　
　
大
正
８
年
10
月
28
日
生
ま
れ

総人口　31,555人（50人減）【164人】
男　　14,779人（36人減）【 19人】
女　　16,776人（14人減）【145人】

　　出生 12人　　転入 26人
　　死亡 53人　　転出 35人
世帯数 14,036世帯（１世帯増）【155世帯】

人口と世帯数
※10月31日現在の住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

お
知
ら
せ

　対象となるのは応急の診察を要する方です。

62‐7001
62‐2261
72‐4501
78‐3161
69‐5300
69‐7311
62‐1155
62‐7001
60‐1055
62‐1146
82‐2351
63‐2700
62‐7001
63‐0515
62‐7001
69‐7311
62‐1155
62‐1400
69‐5300
60‐1055
62‐1146
62‐7001
63‐2700
72‐4501
82‐2351
63‐0515
62‐1400
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐7001

北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
毛利整形外科クリニック
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
まるや耳鼻科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
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水
木
金
土
日
月
火

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

平成ラスト・令和生まれの
ハッピーベイビーファミリー

　赤ちゃんを囲んだお気に入りの家族写真を
送ってみませんか？
　採用された方は広報１月号に掲載させていた
だきます。
　（2019年４月２日～ 11月30日生まれの赤ちゃん）
応募方法
　下記の内容を記載のうえ、家族写真を添付して広報係
までメールでご応募ください。
　・ご両親と赤ちゃんの名前
　・赤ちゃんへ一言メッセージ
　・住所
　・電話番号
応募締切　12月10日（火）

※広報１月号の掲載をもって、採用の発表に代えさせて
　いただきます。

申問

写真大募集

　 総合政策課広報係 ☎62‐6608
　　  kouhou@city.kitaakita.akita.jp
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に
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 〒018‐3392 北秋田市花園町19-1 総務課総務係 ☎62-1111問

【受験資格】　①昭和60年４月２日から平成10年４
月１日までに生まれた方／②平成10年４月２日以
降に生まれた方で、大学卒又は令和２年３月卒業
見込みの方
【住所要件】　原則として北秋田市に居住できる方
【採用予定】　３～４人

【受験資格】　昭和60年４月２日以降に生まれた方
で、令和２年３月末日までに大学において土木課
程を修めた方又は修める見込みの方
【住所要件】　原則として北秋田市に居住できる方
【採用予定】　１人

【受験資格】　昭和60年４月２日以降に生まれた方
で、１級建築士又は２級建築士の資格を有する方
【住所要件】　原則として北秋田市に居住できる方
【採用予定】　１人

≪試験日程等≫

期日　１月12日（日）　
会場　北秋田市役所本庁舎
≪受験申込書・申込用紙配布≫

配布期間　11月５日（火）～12月23日（月）
受付期間　11月５日（火）～12月23日（月）
　　　　　平日　午前８時30分～午後５時
配布・受付場所　北秋田市役所総務部総務課

一般行政（大学卒業程度）

建築士

土木技師

※受験案内等はＨＰでも確認できます。

北秋田市職員採用試験北秋田市職員採用試験（後期）

イベント日程

きらきらフェスティバルきらきらフェスティバル
KITAAKITAKITAAKITA

米代児童公園

12月８日（日）～２月９日（日）

　 北秋田きらフェス実行委員会 ☎090-1110-9015問

点灯期間

メイン会場

第12回第12回

12月８日（日）

12月15日（日）

１月12日（日）
２月２日（日）
２月８日（土）

サンタパレード
オープニング点灯式
銀座通り商店街×きらフェス宝探し
生涯学習フェスタコラボ
銀座通り商店街×WAROCK×きらフェス宝探し
コムバン×きらフェスライブ
「この指とーまれ」コラボ


